
平
成
二
十
一
年
三
月
二
日
提
出

質

問

第

一

七

四

号

二
月
二
十
二
日
の
「
竹
島
の
日
」
と
同
日
に
島
根
県
で
行
わ
れ
た
竹
島
は
日
本
領
で
は
な
い
旨
主
張
す
る
著
書

の
出
版
記
念
講
演
会
に
係
る
政
府
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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二
月
二
十
二
日
の
「
竹
島
の
日
」
と
同
日
に
島
根
県
で
行
わ
れ
た
竹
島
は
日
本
領
で
は
な
い
旨
主
張
す
る
著
書

の
出
版
記
念
講
演
会
に
係
る
政
府
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
二
月
二
十
三
日
付
の
産
経
新
聞
記
事
（
以
下
、
「
産
経
記
事
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
同
月
二
十
二
日
の
「
竹
島
の

日
」
に
島
根
県
松
江
市
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
が
、
同
日
、
同
じ
く
松
江
市
内
で
、
昨
年
十
月
一
日
、
新
幹
社
よ
り
発
行
さ

れ
た
、
竹
島
問
題
の
政
府
広
報
冊
子
「
竹
島
問
題
を
理
解
す
る
た
め
の
十
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
内
容
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
竹
島

は
我
が
国
の
領
土
で
は
な
い
旨
主
張
す
る
、
内
藤
正
中
島
根
大
学
名
誉
教
授
の
著
書
「
竹
島＝

独
島
問
題
入
門

日
本
外
務
省

『
竹
島
』
批
判
」
出
版
記
念
講
演
会
（
以
下
、
「
講
演
会
」
と
い
う
。
）
が
開
か
れ
、
約
七
百
人
が
集
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
講
演
会
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
外
務
省
は
事
前
に
把
握
し
て
い
た
か
。

二

「
講
演
会
」
は
誰
が
主
催
し
た
も
の
か
、
外
務
省
は
把
握
し
て
い
る
か
。

三

「
産
経
記
事
」
に
よ
る
と
、
「
講
演
会
」
に
お
い
て
内
藤
氏
と
二
の
主
催
団
体
の
理
事
長
と
の
対
談
を
映
し
た
ビ
デ
オ
が

放
映
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
に
韓
国
が
「
李
承
晩
ラ
イ
ン
」
を
設
定
し
て
竹
島
の
領
有
権

を
主
張
し
、
日
本
の
漁
船
を
拿
捕
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
竹
島
と
は
直
接
関
係
は
な
い
等
の
発
言
が
出
る
等
、
竹
島
問
題
に

一



係
る
政
府
見
解
は
勿
論
、
事
実
と
異
な
る
内
容
の
話
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
講
演
会
」
の
内
容
を
外
務
省
は
把

握
し
て
い
る
か
。

四

「
講
演
会
」
に
出
席
し
た
外
務
省
職
員
も
し
く
は
政
府
職
員
は
い
る
か
。
い
る
の
な
ら
、
そ
の
官
職
氏
名
を
全
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

五

「
講
演
会
」
に
対
す
る
外
務
省
の
見
解
如
何
。
「
講
演
会
」
に
お
い
て
竹
島
は
我
が
国
の
領
土
で
は
な
い
と
の
主
張
が
な

さ
れ
た
こ
と
が
、
竹
島
問
題
の
解
決
に
向
け
た
同
省
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
我
が
国
の
国
益
に
ど
の
様
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

同
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


